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八ノ坪遺跡

昨年12月から実施;(みているlV-)坪遺跡(矯磨田町所在)の発掘調査地から

全国で初めての出土伊l之なる月刊荻笠Jの立飾りが見つかりましたC
，ゅー，かど ，

出土したのは古墳時代前期に埋没した旧河道で、幅は 5-.8mを測り、

上層に褐色の粘土、下層には黒灰色の細かい砂、そして底には粗い砂が約

L8mの深さで堆積していました。立飾りはこのうちの下層から木製の農具

や容器に混じり出土したものです。
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さて､衣笠とは当蒔の有力者が外出蒔喧や壱ぴとにさしかけさせた「日
，鐸...、

傘｣あ一種と考えられています。そして､弓挺の衣笠の頂上は立飾りによっ
きいがさが域畿わ診

て飾られていたことが衣笠を模した蓋形聯か真うかがうことができます‘“
今回出土した立飾りは現存長29.4cni、幅13;-lcm､厚み4～8mmの大きさで

す｡円弧状の文様帯を縦横に組み合わせた輔灘｣とよばれる文鱗削
えん雇じようもんようたい

味．・

りだしている他、上下2箇所に長方形の透かしをあけ、外側2箇所と内側
ひれ(:‘kう ぐろうろし

1箇所に鰭状の突起をつけ、さらに黒漆を塗るなどたいへん装飾性に優れ

たものといえるでしょう。
さきみ室さぎやまこふんひぱすひめり.にう

｜今回出土した立飾りは奈良市佐紀陵山古墳（日葉酢姫陵）から出土した

蓋形埴輪の立飾りにたいへんよく似ています。この古墳は全長200m以上

もある前方後円墳であることから、出土した立飾りで装飾されていた衣笠

の持主もかなり有力な豪族であったこと想像することができます。

鯵

形鯖

厩幸形鱈

衣笠推定復元図．‐

(奈良国立文化財研究所刊

木器集成図塁掲載図を参考）蓋形埴輪実測菌(佐紀陵山古墳出土：
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助活左目寺イ~中其月のブミこ歪皇室歪フて佐主定雪・を多淫亨冨
r.-.の~ ょこま〈ら

2.二ノ畦・横枕遺跡第26次調査

守山町字下横枕で庖舗建築に先立ち発掘調査を実施しました。調査の結
ほったてばL;'たてらの どこう

叶果、大型の竪穴住居2棟と小型の竪穴住居6棟、掘立柱建物1棟、土壌、

溝などがみっかりました。 1号住居は平面の形が八角形をした住居と考え

られ、床面積カ<100rrfぞ越える大きな住居です。中央には直径約60cmの土壌
ろあと

があり、その南東及び北側には炉跡とみられる焼け土が直径50cmほどの大

きさで5ケ所みつかっています。また、 2号住居は直径11.2mの円形(多!

角形の可能性もある)住居で、住居の中央には1号住居と同じように大き 1

.く深い穴があり、中には炭化した木がたくさん詰ま勺ていました。屋根を!

支える柱は10本あったと考えられます。小型住居は (3--8号住居)一辺

・が3m前後(床面積は10rrf前後)のもので、大型住居の東側から 6棟がみ

つかっています。遺物は住居などから多量の弥生土器をはじめ、石斧・石!

i道子.若議{やじり)・若議(網のおもり)・宕話なと‘の石器と謀議ゃ用i
i 途不明の鉄製品などが出土しています。 I

| 二ノ畦・横主要枝問~t550m、東西400m と近畿第 2位の規模を誇る弥 l

生時代中期の環濠集落です。しかじ、不明な点、が多く、その実態は明確で

|はありません。その意味から今回みつかった大小の竪穴住居群は、居住者

の階層差腕す腕して注的抗 i 

ニノ畦・横枕遺跡遺構平面図
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3．吉身西遺跡第60次調査

目田川改修工事に先立ち、昨年度から

継続調査していた吉身西遺跡の発掘調査

も6月30日をもって終了しました。旧河
．.e･T､P｡｡

道が検出された調査区(T-l)の東側

の調査区(T-2)から新たに竪穴住居

3棟、掘立柱建物、土壌などが検出され

ました。竪穴住居は弥生時代後期のもの
たかつきかめ

で、床面から高杯や饗などの弥生土器が

出土しています。土壌は弥生土器後期か

ら古墳時代前期のもので、墓ではないか

と考えています。掘立柱建物は古墳時代

前期のものとだと考えています。

015m
ｰ＝＝=一一

吉身西遺跡T－2遺構平面区
つかのこ！
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物、古墳時代中期の労
けい1．､ゆ弓.・う麿

形周溝墓、弥生時代陵

期から古墳時代前期に

かけての方形周溝墓憩

がみつかりました。方

形周溝墓のうち古墳鴎

代中期のものは、長迄

13m×短辺12mの長方
、五・Aきゅう

形をしており、墳丘や
!､坤淀いぶ、

主体部は削平されてい

0 15rr

－ －コ塚之越遺跡遺構平面図
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しゅうこう 勺さみ.てつぞ〈

ました。周囲にめぐらされた周溝からは須恵器の蜜~::.'杯身、鉄鍍などが出

土しました。弥生時代後期から古墳時代前期にかけでの方形周溝墓は一辺

10m前後のものが3基連結した快態でみつかりました。この方形周溝墓群

はさらに西側に広がることが予想され、平成3年度に調査された方形周溝

-墓群と合わせ、ー帯がひとつの墓域となっていたことが考えられます。

①調査中旬

5.欲賀遺跡の調査

欲賀地区ほ場整備に伴う調査は、D区とD-2区の約3，300rrfについて5

丹末に航空写真測量を実施して一応終了し、そのあと塚墓1基と土壌墓2

基の掘削を行いました。塚墓は中央に墓穴とみられる土壌があり、そこか

ら主緩急の一部が-出-土しています。土壌に堆積した土は誕主選が大半で、

よ幾層:か良選が確認できました。土境墓のうち 1基は上層から下層まで真つ

-黒な炭層で埋まっており、露出していた五輪塔の一部を
〈うりん ふうりん すいりん

含め2基分の空輸・風輸・水輪が出土しました。またこ

こからは、土師器の皿に混じって香炉の底部や灰紬の徳
〈りがた :へい dっかもん ぶつかへい

利形の瓶、それにロ縁部を:欠いた菊花文の仏花瓶が出土

しました。炭層に混じってわずかに骨片もみつかってい

るζとから、ごこで火葬が行われたのではないかと考え

られます。この土壌墓の年代は、出土遺物から鎌倉時代

後半ではないかと考えられます。調査は現在D区の南に
寸とや~ J~っかへい l 

ある畑 (E区〉の表土掘削を行っています。 瀬戸焼仏花瓶(1/2)1

6.伊勢遺跡第28次調査

土地区画整理に伴う調査は平成6年度工事予定地を終了し、現在は平成

7年度工事予定地及び保留地の調査を行っています。平成7年度工事予定

地でも弥生時代後期の遺構がみっかり、この時期の集落がさらに南側に広

がることが確認されました。これに対して、鎌倉時代の遺構はあまりみつ

からず、この時期の集落域は伊勢町集落やその周辺に限定されるようです。

このうち、 1号公園予定地にあたるO区からは、平安時代から鎌倉時代の

掘立柱建物が5棟検出されています。中でも建物1は5間X5間以上の規

模で、.柱穴には根がための石や礎石が入れられており、屋敷の主が居住す

. -6' ..... 



る母屋的建物であつだことが想像されます。また､鴬:調査対象地の北側のv
区とU区からは屋敷地を区画するとみられる幅1～2m、深さ1m程の溝

‘－一･･･－－．．．－－

や井戸などがみつかっています。区画溝は現集落の方向にのがでおり《鎌

倉時代の集落と現在の集落が一部重なっていることがわかりました。井戸

は5基みつかっていますが、うち3基は近接して掘られており、なんらか

の理由で順次掘り直したことが考えられます｡5基の井戸のうち1基が縦
：．.、

板構造（枠に木の板を使用）、2基が石積み構造でつくられていましたが、

いずれも壊れており、井戸枠は底の部分しか残っていませんでした。おそ

らく新しい井戸に再利用するため、廃棄の時に板や石を抜き取ったのでは

ないかと

■、

15m 伊勢遺跡O区遺構平面図 申
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女二ノ畦 f儲枕造跡の現地説明会から交

本号で報告しました二ノ畦・横枕遺跡において、去

る7月17日に現地説明会が開催されました。当日は大

阪なと遠方の方も含め、150人程の克d学者があり、大型|

竪穴住居などの説明に聞きいっていました。

食発掘体験学習会から食

埋蔵文化財センターは播磨田町八ノ坪逃跡において、去る 7月31日に発|

掘体験さ学習会を開催しました。これは遺跡の発掘作業に挑戦し、千数百年 l

問地下に眠り続けてきた造物を実際に発掘してもらおうと企画したもので

市内の親茅連れなど30人が参加しました。参加者は猛暑にもめげず、スコ

yプや移植ゴテを手に古墳時代の川跡から次身と土器や木器を掘り出して

いました。わずか2時間程の発掘体験でしたが、 「暑さ」 ・「しんどさJ

「逃物が出土する時の感動」など、いろいろなことを体験していただけ

たようですb 発掘作業後、昼食がわりに「赤米」の試食も行われました。

参加者の皆さん、お味の方はいかがでしたでしょうか?
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